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管
理
計
画
認
定
を
受

け
た
マ
ン
シ
ョ
ン
で
一

定
の
大
規
模
修
繕
工
事

を
実
施
し
た
場
合
、
工
事

実
施
翌
年
度
の
建
物
の

固
定
資
産
税
を
３
分
の

１
減
額
す
る
。
特
例
措
置

の
期
間
が
２
年
間
し
か

な
い
た
め
、
認
定
マ
ン
シ

ョ
ン
数
を
含
め
て
、
ど
の

程
度
実
績
が
上
が
る
か

は
不
透
明
だ
が
状
況
次

第
で
は
特
例
措
置
期
間

の
延
長
も
考
え
ら
れ
る
。 

「
管
理
計
画
認
定
マ

ン
シ
ョ
ン
そ
の
他
一
定

の
要
件
を
満
た
す
マ
ン

シ
ョ
ン
」
の
「
そ
の
他―

」

に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省

住
宅
局
参
事
官
（
マ
ン
シ

ョ
ン
・
賃
貸
物
件
担
当
）

は
現
時
点
で
は
改
正
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化

法
上
の
「
行
政
に
よ
る
助

言
・
指
導
を
受
け
た
も
の

の
う
ち
内
容
を
実
施
・
報

告
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
を

想
定
し
て
い
る
」
と
説
明

す
る
。 

「
必
要
な
修
繕
積
立

有
識
者
会
議
が 

論

点

提

示 

建
替
え
決
議
の
在
り
方
中
心
に 

葉
梨
康
弘
法
相
は
９

月
２
日
、
区
分
所
有
法
の

見
直
し
に
つ
い
て
法
制

審
議
会
に
諮
問
す
る
意

向
を
明
ら
か
に
し
た
。
１

２
日
の
法
制
審
で
諮
問

が
行
わ
れ
た
が
、
同
法
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
昨

年
３
月
に
設
け
ら
れ
た
、

法
務
省
・
国
土
交
通
省
職

員
も
加
わ
る
有
識
者
会

議
「
区
分
所
有
法
制
研
究

会
」
（
座
長
＝
佐
久
間
毅

同
志
社
大
学
大
学
院
教

授
）
で
議
論
が
重
ね
ら

れ
て
い
る
。
ま
も
な
く

報
告
書
を
ま
と
め
る
意

向
だ
。 

同
研
究
会
の
目
的

は
、
団
地
を
含
む
建
替

え
決
議
の
在
り
方
を
中

心
に
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
を
踏
ま
え
関
連
す

る
区
分
所
有
法
制
の
課

題
に
つ
い
て
、
論
点
や

考
え
方
を
整
理
す
る
こ

と
だ
と
し
て
い
る
。 

今
年
６
月
７
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
規
制
改

革
実
施
計
画
で
は
法
務

省
・
国
交
省
に
対
し
、
同

研
究
会
で
区
分
所
有
法

制
の
見
直
し
に
向
け
た

論
点
整
理
を
進
め
、
２
０

２
２
年
度
中
「
で
き
る
だ

け
早
期
に
取
り
ま
と
め

を
行
い
、
速
や
か
に
法
制

審
議
会
へ
の
諮
問
な
ど

の
具
体
的
措
置
を
講
ず

「共
用
部
分
管
理
制
度
」提
唱 

問
題
に
な
ら
な
い
が
、
指

導
等
の
内
容
を
実
施
し

た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
「
工
事
に
際
し
、
必

要
な
修
繕
積
立
金
が
確

保
さ
れ
て
い
る
か
は
分

か
ら
な
い
」
（
住
宅
局
参

事
官
）
。 

こ
の
場
合
は
長
期
修

繕
計
画
を
見
直
し
、
適
正

な
修
繕
積
立
金
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
し
て
も

ら
う
。 

ま
た
「
長
寿
命
化
に
資

す
る
一
定
の
大
規
模
修

繕
工
事
」
は
「
外
壁
の
塗

装
や
防
水
な
ど
、
通
常
実

施
す
る
項
目
の
中
か
ら

一
定
の
項
目
を
指
定
す

る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
」（
同
）
。
一
般
的
な
大

規
模
修
繕
工
事
項
目
に

は
入
ら
な
い
、
特
別
な
工

事
項
目
の
実
施
を
求
め

る
、
と
い
う
こ
と
は
な
さ

そ
う
だ
。 

◇ 

今
年
６
月
７
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
「
新
し
い

資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
実
行

計
画
」
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
で
は
都
市
の
競
争
力

向
上
と
し
て
既
存
住
宅

が
将
来
世
代
に
承
継
さ

れ
る
住
宅
循
環
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
た
め
「
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画
の

認
定
促
進
な
ど
の
管
理

適
正
化
お
よ
び
マ
ン
シ

ョ
ン
再
生
の
取
り
組
み

へ
の
支
援
等
を
実
施
す

る
」
と
提
示
し
て
い
る
。 

今
回
の
要
望
は
、
こ
の

提
示
等
も
踏
ま
え
た
措

置
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
新

聞
１
２
１
３
号
） 

３
分
の
１
減
額
求
め
る 

管

理

計

画

認

定 

マ
ン
シ
ョ
ン
ら
対
象 

大
規
模
修
繕
実
施
で 

る
」
と
指
示
し
て
い
る
。 

論
点
整
理
や
取
り
ま

と
め
に
当
た
っ
て
は
建

替
え
決
議
の
要
件
設
定

な
ど
に
つ
い
て
留
意
点

を
提
示
。 

ま
た
①
建
替
え
決
議

が
さ
れ
た
場
合
に
専
有

部
分
の
賃
貸
借
契
約
を

円
滑
に
終
了
さ
せ
る
た

め
の
仕
組
み
②
共
用
部

分
の
変
更
に
係
る
決
議

要
件
の
緩
和
に
つ
い
て

来年４月から２年間 国交省 税制 
改 正 要 望 

国
土
交
通
省
は
８
月
２
５
日
、
２
０
２
３
年
度
の
税
制
改
正
要
望
事
項
を
ま

と
め
発
表
し
た
。
管
理
計
画
認
定
を
受
け
た
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
長
寿
命
化
に

資
す
る
大
規
模
修
繕
工
事
を
実
施
し
た
場
合
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
物
部
分
に
つ

い
て
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
を
３
分
の
１
減
額
す
る
特
例
措
置
の
創
設
を
求

め
て
い
る
。
今
年
４
月
の
改
正
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
法
全
面
施
行
等
を
踏

ま
え
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
等
へ
の
取
り
組
み
支
援
策
だ
。 

管
理
不
全 

対

策

で 

区
分
所
有
建
物
の
長
寿

命
化
の
促
進
に
も
資
す

る
と
い
う
観
点
を
加
味

③
敷
地
の
一
括
売
却
を

多
数
決
で
で
き
る
よ
う

に
す
る
仕
組
み―

に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
論
点
整

理
を
行
う
よ
う
求
め
て

い
る
。 

◇ 

同
研
究
会
で
提
示
さ

れ
て
い
る
区
分
所
有
法

制
の
課
題
・
論
点
の
う

ち
、
建
替
え
決
議
に
お
け

る
多
数
決
要
件
の
緩
和

で
は
▽
単
純
に
４
分
の

３
か
３
分
の
２
に
緩
和

▽
客
観
的
事
由
が
具
備

さ
れ
た
場
合
に
緩
和
▽

区
分
所
有
者
全
員
の
合

意
で
要
件
を
引
き
下
げ

―

と
い
っ
た
案
が
提
示

さ
れ
て
い
る
。 

（
２
面
へ
続
く
） 

区分所有法見直しへ 

固

定 

資
産
税 
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基
に
、
自
身
の
負
担
額

は
５
１
９
９
円
と
算
定

し
不
当
利
得
に
基
づ
く

同
金
額
の
返
還
も
求
め

た
。 裁

判
資
料
に
よ
れ

ば
、
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン

で
は
個
別
に
自
治
会
費

は
徴
収
し
て
お
ら
ず
、

毎
年
総
会
で
承
認
を
得

た
後
管
理
組
合
が
自
治

会
に
会
費
を
支
払
っ
て

い
る
。 

販
売
時
の
重
要
事
項

説
明
書
で
は
承
認
事
項

と
し
て
「
入
居
後
町
会

を
結
成
し
て
も
ら
い
町

会
費
を
支
払
う
」
旨
が

規
定
さ
れ
て
い
た
が
、

個
別
徴
収
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。
入
居
ま
で
に

方
針
変
更
が
あ
っ
た
よ

う
だ
が
詳
細
は
不
明
。 

「
団
体
加
入
」
は
原

始
規
約
に
規
定
さ
れ
て

い
た
が
自
治
会
設
立
５

年
後
、
管
理
組
合
は
自

治
会
に
関
す
る
細
則
を

制
定
し
自
治
会
と
の
関

係
を
整
理
し
た
。 

管
理
組
合
が
自
治
会

に
加
入
す
る
と
い
う
、

や
や
特
殊
な
形
態
が
採

用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た

管
理
組
合
に
よ
る
自
治

会
費
の
徴
収
な
ど
を
巡

り
訴
訟
に
な
る
ケ
ー
ス

が
散
見
さ
れ
て
い
た
点

か
ら
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
」
を
考
慮
し
、
両

者
の
関
係
と
役
割
、
自

治
会
費
の
性
格
等
に
つ

い
て
よ
り
具
体
的
に
言

及
し
た
格
好
だ
。 

細
則
で
は
、
自
治
会

費
は
「
管
理
組
合
が
業

務
の
一
部
を
委
任
し
、

ま
た
は
業
務
の
補
助
を

受
け
る
こ
と
の
対
価
と

し
て
の
性
質
を
有
す

必
要
か
つ
有
益
で
あ
る

こ
と
を
要
す
る
」
と
言

及
。 そ

の
上
で
▽
管
理
組

合
が
管
理
す
る
建
物
等

の
対
象
範
囲
と
自
治
会

の
活
動
地
域
が
一
致
し

て
い
る
▽
自
治
会
の
基

本
方
針
に
マ
ン
シ
ョ
ン

の
生
活
環
境
の
改
善
・
向

上
の
た
め
の
活
動
が
含

ま
れ
て
い
る―

点
に
着

目
。 防

災
・
防
犯
・
清
掃
活

動
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
価
値

向
上
に
資
す
る
近
傍
の

美
化
・
住
環
境
改
善
活
動

を
行
っ
て
い
る
点
か
ら
、

自
治
会
は
「
建
物
等
の
管

理
に
含
ま
れ
る
活
動
を

基
本
方
針
と
し
、
実
際
に

も
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
物

等
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
必
要
か
つ
有
益
な

活
動
を
行
う
団
体
」
だ
と

認
定
。
「
団
体
加
入
」
条

項
は
「
管
理
組
合
の
目
的

の
範
囲
内
」
だ
と
結
論
付

け
た
。 

原
告
側
は
、
自
治
会
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー

ク
ル
活
動
は
「
管
理
組
合

の
目
的
に
含
ま
れ
な
い
」

と
の
主
張
も
展
開
。
だ
が

判
決
は
、
自
治
会
加
入
が

建
物
等
の
管
理
に
必

要
・
有
益
で
あ
る
以
上
、

自
治
会
が
管
理
組
合
の

目
的
に
含
ま
れ
な
い
他

の
活
動
を
行
っ
て
い
た

場
合
で
も
「
自
治
会
加
入

が
管
理
組
合
の
目
的
の

範
囲
を
逸
脱
す
る
こ
と

と
な
る
も
の
で
は
な
い
」

る
」
と
明
文
化
。
自
治

会
か
ら
年
度
ご
と
に
収

支
報
告
を
受
け
、
翌
年

度
の
自
治
会
費
の
内
訳

と
根
拠
を
示
さ
れ
た
上

で
予
算
要
求
を
受
け
る

点
も
改
め
て
示
し
た
。 

実
際
、
自
治
会
費
は

年
度
で
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
た
イ
ベ
ン
ト
参

加
費
、
地
元
自
治
体
の

助
成
金
な
ど
自
治
会
に

は
会
費
以
外
の
収
入
も

あ
っ
た
。 

◇ 

新
谷
祐
子
裁
判
長

は
、
団
体
加
入
規
定
が

区
分
所
有
法
に
お
け
る

管
理
組
合
の
目
的
の
範

囲
内
か
ど
う
か
は
、
他

の
団
体
へ
の
加
入
が

「
建
物
等
の
管
理
ま
た

は
使
用
に
関
す
る
事
項

に
該
当
し
、
建
物
等
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に

７
／  

東
京 

地

裁

判

決 

「管
理
組
合
の
目
的
の
範
囲
内
」 

（
１
面
の
続
き
） 

注
目
さ
れ
る
の
は
、
管

理
不
全
を
防
ぐ
な
ど
の
目

的
で
三
つ
の
新
た
な
財
産

管
理
制
度
の
創
設
を
提
唱

し
て
い
る
点
だ
。 

所
在
が
不
明
等
の
区
分

所
有
者
が
有
す
る
専
有
部

分
を
管
理
す
る
「
所
有
者

不
明
専
有
部
分
管
理
制

度
」
に
加
え
、
区
分
所
有

者
に
よ
る
専
有
部
分
管
理

が
不
適
当
で
他
人
の
権

利
・
法
律
上
保
護
さ
れ
る

権
利
が
侵
害
、
ま
た
は
侵

害
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
管

理
人
に
管
理
を
さ
せ
る

「
管
理
不
全
専
有
部
分
管

理
制
度
」
を
創
設
。 

同
様
の
趣
旨
で
共
用
部

分
を
管
理
人
が
管
理
で
き

る
「
管
理
不
全
共
用
部
分

管
理
制
度
」
の
創
設
も
提

唱
し
て
い
る
。（
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
新
聞
１
２
１
４

号
） 

と
退
け
て
い
る
。 

管
理
組
合
代
理
人
の

梶
浦
明
裕
弁
護
士
は
「
妥

当
な
判
決
。
イ
ベ
ン
ト
等

管
理
組
合
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
や
自
治
会

と
の
関
係
は
１
６
年
の

国
土
交
通
省
の
国
会
答

弁
や
見
解
で
解
決
済
み

で
あ
る
。
（
区
分
所
有
者

の
）
誤
解
に
基
づ
く
提
訴

で
残
念
だ
が
、
本
判
決
も

今
後
の
現
場
の
指
針
に

な
る
で
あ
ろ
う
」
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。
（
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
新
聞
１
２
１
２

号
） 

 

住
民
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ク
ル
活
動
も
、
目
的
・
内
容
に
よ
っ
て
は
マ
ン
シ
ョ
ン
や
周

辺
環
境
の
維
持
向
上
に
資
す
る
活
動
と
し
て
、
管
理
組
合
の
「
目
的
」
に
含
ま
れ
る
場
合
が
あ
り
得

る―

。
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
で
構
成
す
る
自
治
会
に
管
理
組
合
が
「
団
体
」
と
し
て
加
入
し
「
管
理
費

か
ら
自
治
会
費
を
支
払
う
」
な
ど
と
規
定
し
た
管
理
規
約
の
有
効
性
が
争
わ
れ
た
訴
訟
の
判
決
で
、

自
治
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
言
及
が
あ
っ
た
。
７
月
２
０
日
の
東
京
地
裁
判
決
は
、
自
治
会

は
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
物
等
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
か
つ
有
益
な
活
動
を
行
う
団
体
」
な
ど

と
し
、
自
治
会
へ
の
「
団
体
加
入
」
は
「
管
理
組
合
の
目
的
の
範
囲
内
」
だ
と
結
論
付
け
、
規
約
の

有
効
性
を
認
め
た
。 

判例トピック 住民で構成する自治会に管理組合が「団体加入」 

２０ 規
約
の
定
め
、
有
効 

訴
え
を
起
こ
し
た
の

は
都
内
団
地
型
マ
ン
シ

ョ
ン
（
築
約
１
５
年
）

の
区
分
所
有
者
。「
団
体

加
入
」
を
規
定
し
た
管

理
規
約
は
「
区
分
所
有

法
に
定
め
た
管
理
組
合

の
『
目
的
』
か
ら
逸
脱

し
て
い
る
」
な
ど
と
し

て
同
条
項
、
ま
た
自
治

会
費
の
支
払
い
を
承
認

し
た
総
会
決
議
の
無
効

確
認
な
ど
を
求
め
昨
年

提
訴
し
て
い
た
。
原
告

は
控
訴
し
て
い
る
。 

原
告
は
２
０
１
６
年

５
月
に
自
治
会
を
退
会

し
た
が
「
退
会
以
降
も

管
理
費
等
か
ら
自
治
会

費
を
徴
収
さ
れ
て
い

る
」
と
し
、
実
質
的
に

退
会
が
制
限
さ
れ
て
い

る
と
主
張
。
管
理
組
合

が
支
払
っ
た
１
７
～
２

０
年
度
の
自
治
会
費
を


